
主

源

財

自

源
財

存

依
一般会計

歳入予算
57億
5500万円

一般会計

歳出予算
57億
5500万円

町民の皆さんや会社などからの税（町税）
7 億 5118 万円　13.1%

施設などの使用料及び手数料　
3 億 9665 万円　6.9%

1 億 1288 万円　2.0%

その他　3.2%
1 億 8542 万円

まちづくり・地域活性化など（総務費）
16 億 2374 万円　28.2%

国から交付される地方共有の税（地方交付税）
26 億 1000 万円　45.3%

使い道が決められて
いる道からの交付金
など（道支出金）
1 億 3162 万円　2.3%

使い道が決められてい
る国からの交付金など
（国庫支出金）

8 億 1270 万円　14.1%

事業を行うため、借り
入れるお金（町債）　

4 億 1070 万円　7.1%

その他
3億 4382 万円　6.0%

農畜産業・基盤整備など（農林費）
11 億 4305 万円　　19.9%

借金の返済額（公債費）　12.1%
6 億 9813 万円

老人福祉・心身障がい者など
（民生費）
5 億 6469 万円　　9.8%

4 億 3989 万円　　7.6%

小・中・幼稚園、社会教育など
（教育費）　

5億 172 万円　8.2%

保健指導・環境衛生など（衛生費）
2 億 9085 万円　　5.1%

その他　9.1%
4 億 9289 万円

道路・河川・公園等の維持
管理（土木費）　

預金利子やバイオガスプラン
ト売電収入など（諸収入）　

入ってくるお金

出ていくお金

　

一
般
会
計
だ
け
で
は

４
億
６
千
４
百
万
円
の
増
で
、

こ
れ
は
継
続
事
業
の
瓜
幕
川
用

水
施
設
整
備
事
業
及
び
東
瓜
幕

西
19
線
改
良
事
業
を
は
じ
め
、

土
地
改
良
事
業
や
暗
き
ょ
排
水

事
業
な
ど
の
農
業
基
盤
整
備
事

業
の
増
、
公
営
住
宅
建
設
費
の

増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
（
円
グ
ラ
フ
参
照
）

の
う
ち
、
町
税
に
つ
い
て

は
対
前
年
比
４
・
３
％
増
の

７
億
５
千
万
円
。
地
方
交
付
税

に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
計
画

を
勘
案
し
た
26
億
１
千
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
経
常
経
費
に
つ

い
て
、
新
規
施
策
を
の
ぞ
き
昨

年
と
同
程
度
の
規
模
と
な
り
、

投
資
的
な
経
費
と
し
て
は
前
述

の
農
業
基
盤
整
備
、
道
路
事
業

等
景
気
対
策
を
意
識
し
た
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、防
災
体
制
の
強
化
や
、

健
康
づ
く
り
事
業
な
ど
住
民
生

活
に
関
わ
り
の
深
い
事
業
に
も

配
慮
し
た
予
算
に
な
っ
て
い
ま

す
。

補
正
予
算

同　
　

意

条　
　

例

請　
　

願

提
出
者　

鹿
追
町
農
民
団
体
連
絡
協
議
会　

　
　
　
　
　

会
長　

上
嶋
誠
一

鹿
追
町
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　

組
合
長　

佐
藤
雅
仁

紹
介
議
員

　
　
　
　

狩
野
正
雄
・
山
岸
宏

畜
産
物
の
価
格
決
定
等
に

関
す
る
請
願
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■ラニーニャもエルニーニョも兆候なし、基盤整備や助成が功を奏し今年は大豊作！きっとそ
うなる。

最
高
５
千
円
の

家
賃
を
助
成

　

総
合
的
な
酪
農
・
畜
産
政

策
の
推
進
の
た
め
、
加
工
原
料

乳
生
産
者
補
給
金
の
適
正
な
単

価
と
限
度
数
量
の
適
正
な
水
準

の
確
保
。
牛
肉
・
豚
肉
生
産
の

安
定
確
保
。
食
料
自
給
率
の
向

上
や
農
業
の
多
面
的
機
能
の
実

現
に
む
け
た
実
効
性
の
あ
る
酪

農
・
畜
産
政
策
の
推
進
。
担
い

手
対
策
の
確
立
等
の
請
願
は
本

町
の
基
幹
産
業
の
農
業
を
守
る

観
点
か
ら
採
択
し
ま
し
た
。

　

更
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固

反
対
な
ど
国
際
自
由
貿
易
交
渉

に
対
す
る
意
見
を
付
与
し
、
意

見
書
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
を

は
じ
め
関
係
機
関
に
提
出
し
ま

し
た
。

鹿
追
町
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助

成
制
度

　

ま
ち
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、

町
内
の
民
間
住
宅
に
居
住
す
る

者
に
対
し
て
家
賃
の
一
部
が
助

成
さ
れ
る
条
例
で
す
。

　

助
成
対
象
者
は
民
間
の
賃
貸

住
宅
に
居
住
し
、
世
帯
員
全

員
の
前
年
所
得
の
合
計
額
が

２
百
27
万
円
以
下
（
給
与
収
入

で
３
百
50
万
円
）
の
町
内
在
住

者
で
す
。

こ
の
条
例
の
目
的
は
、

（1）
定
住
人
口
の
増
加

（2）
経
済
の
発
展

（3）
住
民
生
活
の
安
定

に
あ
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
従
来
か
ら
継
続

の
定
住
促
進
住
宅
建
設
奨
励
制

度
と
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
事
業

制
度
の
１
年
の
期
限
延
長
と
あ

わ
せ
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

農
畜
水
産
物
の
加
工
と
開
発
研

修【
鹿
追
町
ワ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
】

　

農
畜
水
産
物
を
加
工
製
造
す

る
こ
と
で
、
地
場
産
業
の
育
成

と
地
域
農
業
の
振
興
を
進
め
る

た
め
、
従
来
の
鹿
追
町
ふ
れ
あ

い
農
芸
公
園
設
置
等
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
し
、
鹿
追
町
ワ
ー

キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管

農
畜
水
産
物
の

６
次
化
を
推
進

　

継
続
事
業
で
あ
る
道
営
担
い

手
畑
総
事
業
（
土
地
改
良
事

業
）
の
美
蔓
地
区
ほ
か
、
負

担
金
３
千
１
百
30
万
円
を
追

加
。
町
営
牧
場
運
営
負
担
金
を

１
千
97
万
円
追
加
。
障
が
い
者

自
立
支
援
介
護
給
付
費
、
自
立

支
援
医
療
給
付
費
８
百
51
万
円

等
を
追
加
補
正
し
ま
し
た
。
他

は
事
業
の
執
行
残
に
よ
る
減
額

補
正
で
す
。

理
に
関
す
る
条
例
を
新
規
に
制

定
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
に

新
た
に
生
肉
加
工
室
と
惣
菜
室

を
増
築
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い

料
金
体
系
等
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。　

　

６
次
産
業
化
と
は
、
農
業
や

水
産
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
が

食
品
加
工
・
流
通
販
売
に
も
業

務
展
開
し
て
い
る
経
営
形
態
を

表
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
森
末
彰
徳

氏
を
推
薦

　

葛
西
節
子
氏
の
後
任
の
人
権

擁
護
委
員
に
森
末
彰
徳
氏
（
仲

町
４
）
の
推
薦
（
新
任
）
提
案

が
あ
り
、
こ
れ
を
適
任
と
し
ま

し
た
。　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

上
村
政
浩
氏
を
選
任

　

坂
本
圭
三
氏
が
３
月
29
日
に

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
固
定

資
産
評
価
審
査
員
に
上
村
政
浩

氏
（
上
然
別
）
の
選
任
（
新
任
）

提
案
が
あ
り
、
こ
れ
に
同
意
し

ま
し
た
。　

ワーキングセンターでの加工実習

自主財源　　25.2％

依存財源　　74.8％


